
箱
根
権
現
縁
起
の
研
究

―
―
『
筥
根
山
縁
起
并
序
』
を
中
心
に
―
―

大
久
保

あ
づ
み

一
、
は
じ
め
に

本
稿
は
、
箱
根
権
現
草
創
の
縁
起
物
語
の
う
ち
、
特
に
『
筥
根
山
縁
起
并

序
』
と
い
う
テ
キ
ス
ト
を
中
心
に
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。

『
筥
根
山
縁
起
并
序
』
は
、
霊
地
・
箱
根
に
関
す
る
事
跡
な
ど
を
、
年
代

順
に
列
挙
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
本
書
と
同
内
容
の
テ
キ
ス
ト
も
、
他

に
二
点
存
在
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、「
箱
根
権
現
縁
起
」
に
関
す
る
テ
キ
ス
ト
の
内
、
本
書

と
全
く
異
な
る
言
説
を
有
す
る
も
の
が
あ
る
。『
神
道
集
』
所
収
の
説
話
や

『
箱
根
権
現
縁
起
絵
巻
』
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
る
。

こ
れ
ら
の
箱
根
権
現
の
縁
起
物
語
群
は
話
の
系
統
か
ら
、
箱
根
の
歴
史
を

年
代
順
に
列
挙
し
て
い
る
『
筥
根
山
縁
起
并
序
』
の
よ
う
な
形
式
の
テ
キ
ス

ト
群
を
〈
Ａ
系
統
〉、
本
地
物
語
を
有
す
る
『
神
道
集
』
の
よ
う
な
形
式
の

テ
キ
ス
ト
群
を
〈
Ｂ
系
統
〉
と
し
て
、
二
種
の
系
統
に
分
類
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

箱
根
権
現
縁
起
の
本
質
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
両
系
統
を
網
羅
し
た
研

究
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
現
時
点
で
は
〈
Ｂ
系
統
〉
の
作
品
に

関
連
す
る
研
究
が
主
流
で
あ
り
、〈
Ａ
系
統
〉
に
関
す
る
考
察
は
限
ら
れ
て

い
る
。
本
書
に
は
物
語
的
な
側
面
と
、
歴
史
的
な
側
面
の
両
方
が
内
包
さ
れ

て
お
り
、
歴
史
学
の
側
か
ら
は
荒
唐
無
稽
で
歴
史
か
ら
乖
離
さ
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
た
影
響
も
あ
る
だ
ろ
う
。

『
筥
根
山
縁
起
并
序
』
に
つ
い
て
の
先
行
論
は
、
西
田
長（

１
）男と
五
来（

２
）重

の
も
の
が
あ
る
。
こ
の
両
者
は
、
と
り
わ
け
箱
根
山
創
始
者
で
あ
る
万
巻
上

人
の
実
在
性
に
着
目
し
て
い
る
。
万
巻
は
箱
根
の
他
に
も
鹿
島
で
の
神
宮
寺

建
立
や
、
伊
勢
国
多
度
神
宮
寺
に
お
け
る
丈
六
阿
弥
陀
仏
像
造
立
な
ど
の
事

跡
が
知
ら
れ
て
お
り
、
関
連
資
料
に
よ
る
詳
細
な
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
万
巻
の
存
在
を
裏
付
け
る
た
め
の
考
察
に
終
始

し
て
い
る
感
が
あ
り
、『
筥
根
山
縁
起
并
序
』
と
い
う
テ
キ
ス
ト
そ
の
も
の

の
内
容
に
踏
み
込
ん
で
の
検
討
は
行
わ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

「
箱
根
」
と
い
う
聖
地
の
由
来
を
語
る
上
で
〈
Ａ
系
統
〉〈
Ｂ
系
統
〉
と
、

全
く
異
な
る
説
話
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
は
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
こ
の
双
方
を
網
羅
し
て
研
究
す
る
こ
と
が
「
箱
根
権
現
縁
起
」
の

世
界
観
を
理
解
す
る
為
に
不
可
欠
で
あ
る
。

― 174 ―



そ
こ
で
本
稿
で
は
、
従
来
の
研
究
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
Ａ

系
統
の
作
品
、
特
に
『
筥
根
山
縁
起
并
序
』
に
焦
点
に
当
て
、
理
解
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二
、「
箱
根
権
現
縁
起
」
の
系
統
分
類

箱
根
権
現
縁
起
を
語
る
物
語
の
う
ち
、
現
在
確
認
が
で
き
る
テ
キ
ス
ト
群

は
以
下
の
通
り
。

〈
Ａ
系
統
〉

①
『
筥
根
山
縁
起
并
序
』

ａ

白
文
本
（
写
本
、
一
軸
、
箱
根
神
社
蔵
、
室
町
時
代
中
期
ご
ろ
か
、

元
奥
書
に
建
久
二
年
〈
一
一
九
一
〉
と
あ
る
）

↓
箱
根
神
社
本
の
他
に
、
群
書
類
従
所
収
本
、
国
立
国
会
図
書
館

蔵
本
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
本
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
が
あ

る
。

ｂ

訓
読
本
（
写
本
、一
軸
、箱
根
神
社
蔵
、寛
正
五
年
〈
一
四
六
四
〉、

白
文
本
と
同
内
容
の
元
奥
書
あ
り
）

②
『
箱
根
山
略
縁
起
』

（
箱
根
神
社
大
系
所
収
、
原
本
な
し
、
形
態
・
年
代
不
明
、
奥
書
に

「
相
州
小
田
原
侯
儒
預

樋
仰
高
」
と
あ
る
）

③
『
相
州
箱
根
山
畧
縁
起
』

（
版
本
、
一
冊
、
箱
根
神
社
蔵
、
江
戸
時
代
）

↓
他
に
四
国
大
学
凌
霄
文
庫
、
岩
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
、
大
洲
市
立

図
書
館
矢
野
玄
道
文
庫
、
三
康
図
書
館
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
三

康
図
書
館
、
八
戸
市
図
書
館
小
笠
原
家
文
書
に
そ
れ
ぞ
れ
所
蔵
さ

れ
る
。

〈
Ｂ
系
統
〉

④
『
箱
根
権
現
縁
起
絵
巻
（
箱
根
神
社
蔵
本
）』（
一
軸
、
鎌
倉
時
代
末

期
・
十
四
世
紀
前
半
ご
ろ
）

⑤
『
神
道
集
』
巻
二
―
七
「
二
所
権
現
事
」（
南
北
朝
時
代
〈
一
三
三

六
〜
一
三
九
二
〉）

⑥
『
箱
根
権
現
縁
起
絵
巻
（
個
人
蔵
本
）』（
二
軸
、
山
北
町
・
平
井
節

男
氏
蔵
、
天
正
十
年
〈
一
五
八
二
〉）

⑦
『
い
づ
は
こ
ね
の
御
本
地
』（
刊
本
、
上
中
二
巻
の
み
、
慶
應
義
塾

図
書
館
蔵
、
寛
文
年
間
〈
一
六
六
一
〜
一
六
七
二
〉）

⑧
『
箱
根
本
地
由
来
』（
写
本
、
一
冊
、
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
、
江
戸

後
期
）

こ
こ
で
特
記
す
べ
き
点
は
、『
筥
根
山
縁
起
并
序
』
の
箱
根
神
社
蔵
本
ａ

の
み
に
、「
筥
根
山
神
道
口
訣
」
な
る
文
書
が
添
付
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
は
〈
四
、「
筥
根
山
神
道
口
訣
」
の
存
在
〉
に
記
す
が
、
Ａ

系
統
諸
本
と
も
、
Ｂ
系
統
諸
本
と
も
全
く
異
な
る
説
話
を
有
し
て
お
り
、
神

社
蔵
本
の
独
自
性
と
し
て
捉
え
、
そ
の
存
在
の
意
味
に
注
目
す
る
必
要
が
あ

る
。

三
、『
筥
根
山
縁
起
并
序
』
の
内
容

『
筥
根
山
縁
起
并
序
』
は
、「
地
神
よ
り
以
来
、
漸
く
神
徳
を
記
」
す
と

さ
れ
る
聖
地
・
箱
根
山
の
縁
起
を
語
る
文
書
で
あ
る
。
成
立
は
鎌
倉
時
代
初

期
ま
で
遡
り
、
奥
書
の
内
容
か
ら
別
当
行
実
の
請
に
よ
っ
て
信
救
（
大
夫
房

覚
明
）
が
著
し
た
と
さ
れ
て
い（

３
）る。成
立
年
代
は
、元
奥
書
に
建
久
二
年
（
一
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一
九
一
）
と
あ
る
。
箱
根
神
社
蔵
ａ
本
が
室
町
時
代
中
期
ご
ろ
の
写
本
と
考

え
ら
れ
て
お
り
、
現
在
最
も
古
い
と
考
え
ら
れ
て
い（

４
）る。

は
じ
め
に
、
古
来
よ
り
仙
人
が
棲
む
神
山
と
し
て
山
岳
信
仰
の
対
象
と

な
っ
た
事
跡
を
語
る
。
そ
の
後
、
中
興
の
祖
で
あ
る
万
巻
上
人
が
箱
根
三
所

権
現
を
当
社
に
奉
斎
し
た
経
緯
を
記
す
。
延
暦
二
十
年
（
八
〇
一
）
に
征
夷

大
将
軍
坂
上
田
村
麻
呂
が
参
詣
し
表
矢
を
献
じ
、
弘
仁
八
年
（
八
一
七
）
に

嵯
峨
天
皇
の
勅
に
よ
っ
て
駿
河
・
伊
豆
・
相
模
の
三
国
を
社
頭
と
社
領
と
し

て
寄
進
、
ま
た
鳥
羽
上
皇
が
酒
匂
郷
（
現
・
小
田
原
市
）
を
寄
進
し
た
こ
と

な
ど
を
記
す
。
本
書
は
箱
根
権
現
が
顕
現
す
る
経
緯
と
そ
の
後
の
、
鎌
倉
時

代
初
期
ま
で
の
歴
代
の
事
跡
を
詳
細
に
記
す
。

本
書
の
内
容
と
し
て
最
初
に
注
目
す
べ
き
点
は
、
神
仙
た
ち
の
時
代
と
、

箱
根
山
第
四
世
・
万
巻
上
人
の
事
績
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
。
本
書
に
お

い
て
箱
根
山
は
、
三
代
の
仙
人
に
よ
り
聖
性
を
持
ち
始
め
、
四
代
・
万
巻
上

人
が
箱
根
三
所
権
現
を
感
得
し
た
と
説
明
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
数
代
の
仙

人
に
よ
っ
て
霊
山
と
し
て
の
姿
を
持
ち
始
め
、
と
あ
る
行
者
の
功
徳
に
よ
り

神
が
顕
現
す
る
、
と
い
う
流
れ
は
、
伊
豆
山
の
縁
起
で
あ
る
『
走
湯
山
縁（

５
）起』

に
も
共
通
す（

６
）る。
万
巻
の
実
在
性
に
関
し
て
は
、
先
行
論
に
詳
し（

７
）い。
本

書
で
は
幼
少
期
か
ら
徳
髙
い
人
物
と
し
て
描
か
れ
、
そ
の
死
後
に
も
嵯
峨
天

皇
の
夢
に
出
現
す
る
な
ど
の
記
載
が
あ
る
。

万
巻
が
箱
根
三
所
権
現
を
感
得
し
た
瑞
夢
の
描
写
は
、
以
下
の
よ
う
に
記

さ
れ
る
。（
私
意
に
よ
っ
て
書
き
下
し
、
句
読
点
を
付
し
た
。
以
下
同
。）

三
容
各
そ
の
皃
を
異
に
す
。
比
丘
形
有
り
…
（
中
略
）
…
ま
た
宰
官
形

あ
り
…
（
中
略
）
…
ま
た
婦
女
形
有
り
…
（
中
略
）
…
万
巻
夢
醒
め

ぬ
。
日
数
た
た
ず
し
て
、
か
の
霊
瑞
遠
く
天
聴
に
達
し
、
即
ち
勅
願
を

為
し
て
梵
宮
を
造
る
。
霊
場
を
飾
り
て
金
玉
を
以
っ
て
補
す
。
三
容
を

一
社
に
崇
め
奉
り
、
霊
廟
各
箱
根
三
所
権
現
と
号
す
。
主
賓
は
五
尊
有

り
。
駒
形
・
能
善
こ
れ
左
こ
れ
右
。

こ
の
内
容
に
よ
る
と
、
箱
根
権
現
は
五
尊
で
あ
る
。
ま
ず
「
比
丘
形
・
宰

官
形
・
婦
女
形
」
と
あ
ら
わ
さ
れ
る
「
三
輩
」
が
す
な
わ
ち
箱
根
三
所
権
現

で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
万
巻
の
修
行
を
通
じ
て
現
れ
た
と
い
う
経
緯
を
説
明

す
る
。
そ
し
て
そ
の
霊
夢
に
よ
り
勅
が
下
り
、
箱
根
権
現
三
尊
を
一
社
に
祀

る
堂
宇
が
造
ら
れ
る
。
そ
の
際
左
右
に
駒
形
と
能
善
も
祀
ら
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
五
尊
と
な
る
。

こ
の
「
駒
形
」
と
「
能
善
」
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。『
新
編
相
模
国
風

土
記（

８
）稿』
に
よ
る
と
、
駒
形
は
大
磯
高
麗
権（

９
）現を
、
能
善
は
熊
野
権
現
を

勧
請
し
た
と
あ
る
が
、出
典
が
未
詳
で
あ
る
。し
か
し
な
が
ら
、「
駒
形
」「
能

善
」
は
そ
れ
ぞ
れ
箱
根
三
所
権
現
を
守
護
す
る
役
割
を
担
う
権
現
と
し
て
存

在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、『
神
道
集
』「
二
所
権
現
事
」
に
そ
の
よ
う
な
記

載
が
み
ら
れ（

１０
）る。

ま
た
、
箱
根
三
所
権
現
の
「
比
丘
形
・
宰
官
形
・
婦
女
形
」
に
関
す
る
記

載
が
資
料
に
よ
っ
て
変
遷
す
る
こ
と
も
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
本
書
で
は
三

所
権
現
の
祭
神
や
垂
迹
に
関
す
る
記
載
が
な
い
が
、『
神
道
集
』
に
代
表
さ

れ
る
〈
Ｂ
系
統
〉
の
縁
起
に
は
、「
三
容
（
三
人
）」
で
あ
り
、そ
れ
ら
は
「
法

体
・
俗
体
・
女
体
」
の
形
を
と
る
点
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
本
地
は
「
文
殊
・

弥
勒
・
観
音
」
で
あ
る
点
が
記
さ
れ
て
い
る
。

五
来（

１１
）重は
箱
根
を
修
験
の
山
と
し
て
考
察
す
る
上
で
、
こ
の
「
法
体
・
俗

体
・
女
体
」
の
神
の
形
式
は
他
の
修
験
の
山
（
熊
野
・
高
野
山
・
白
山
な
ど
）

に
も
み
ら
れ
る
形
と
説
明
し
た
上
で
、
女
体
は
山
神
、
俗
体
は
山
神
を
祀
る

託
宣
者
、
法
体
は
開
祖
の
法
師
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
開
山
上
人
の
神
格
化

は
、
そ
の
苦
行
と
呪
術
の
託
宣
で
山
神
が
憑
依
し
、
神
と
一
体
化
す
る
と
と
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も
に
一
山
山
伏
の
偶
像
と
な
る
た
め
で
あ
る
、
と
す
る
。
こ
の
内
容
を
鑑
み

て
『
筥
根
山
縁
起
并
序
』
の
内
容
を
考
え
る
と
、
万
巻
に
関
す
る
記
事
に
以

下
の
内
容
が
あ
る
。

弘
仁
八
年
十
月
二
十
四
日
、
九
五
の
奇
夢
有
り
。
万
巻
詫
び
て
云
は
く
、

「
我
こ
れ
室
利
応
化
、
生
縁
を
尽
く
す
。
魂
を
本
山
に
還
し
、
有
情
群

類
を
済
度
し
、
長
く
宝
祚
を
衛
護
す
」。
帝
夢
即
ち
醒
め
、
因
り
て
勅

言
有
り
。

こ
れ
は
万
巻
示
寂
の
翌
年
の
記
事
で
あ
る
が
、帝
の
夢
に
万
巻
が
現
れ
て
、

「
我
是
室
利
応
化
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
室
利
」
は
「
文
殊
尸
利
」

の
略
、
つ
ま
り
文
殊
の
応
化
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
万
巻
が
文
殊＝

「
法

体
」
神
と
し
て
符
合
し
、
箱
根
三
所
権
現
の
一
と
し
て
神
格
化
さ
れ
祀
ら
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
箱
根
開
山
の
神
仙
か
ら
万
巻
ま
で
の
四
世
に
関
し
て
、「
則
ち
聖

占
・
利
行
・
玄
利
・
万
巻
、
各
四
輩
は
、
真
俗
権
実
、
あ
に
大
士
変
相
に
非

ず
や
」
と
あ
り
、「
大
士
の
変
相
」、
つ
ま
り
開
山
四
代
を
仏
の
垂
迹
で
あ
る

と
説
明
す
る
。
先
に
あ
っ
た
「
万
巻＝

文
殊＝

法
体
」
と
い
う
図
式
に
組
み

込
み
、
箱
根
三
所
権
現
の
一
と
し
て
神
格
化
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
肯
定
す

る
記
述
で
あ
る
。

そ
の
の
ち
の
記
述
に
は
、
空
海
の
巡
行
や
代
々
の
帝
の
帰
依
を
受
け
た
こ

と
、
そ
し
て
源
頼
朝
の
帰
依
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
記
す
。
こ
の

こ
ろ
の
箱
根
権
現
の
別
当
が
第
十
九
世
行
実
で
あ
る
。

行
実
は
『
筥
根
山
別
当
東
福
寺
金
剛
王
院
累（

１２
）世』
に
「
源
頼
朝
公
徒
弟
」

と
あ
り
、
ま
た
『
吾
妻（

１３
）鏡』
に
よ
る
と
、
石
橋
山
で
大
敗
し
、
土
肥
の
椙
山

に
逃
れ
た
源
頼
朝
を
匿
っ
た
人
物
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
行
実
と
頼
朝
の
関
係
を
示
す
点
と
し
て
、
別
当
第
二
十
世
の
人
物

の
名
前
が
注
目
で
き
る
。『
吾
妻
鏡
』
に
お
い
て
二
十
世
の
名
は
「
永
実
」

と
さ
れ
て
い
る
が
、『
筥
根
山
別
当
東
福
寺
金
剛
王
院
累
世
』
で
は
「
頼
実
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
名
前
の
変
化
に
つ
い
て
、
本
書
は
、「
ま
た
頼
朝

行
実
有
る
を
以
て
深
期
と
為
す
。
故
に
踵
を
頼
実
に
読
ま
し
む
」
や
、
注
に

「
頼
実
、
後
永
実
に
改
む
」
な
ど
と
説
明
し
て
い
る
。『
筥
根
山
別
当
東
福

寺
金
剛
王
院
累
世
』
に
お
い
て
も
「
源
頼
朝
内
縁
亦
猶
子
」
と
あ
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
『
吾
妻
鏡
』
お
け
る
「
永
実
」
は
「
頼
実
」
と
し
て
い
る
と
見
て

よ
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
頼
朝
は
行
実
を
自
身
の
「
徒
弟
」
と
し
、
そ
の
故

に
行
実
の
「
踵
（
あ
と
）」
を
自
ら
の
猶
子
と
し
た
証
に
名
を
「
頼
実
」
と

改
め
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
は
箱
根
山
開
祖
聖
占
仙
人
か
ら
十
九
世
行
実
ま
で
の
年
代
順
に

追
っ
て
き
た
。
次
に
、
本
書
に
示
さ
れ
る
、
箱
根
山
各
所
の
名
称
を
整
理
し

た
い
。

ま
ず
本
書
で
は
、
主
峰
・
駒
ヶ
岳
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。

地
神
よ
り
以
来
漸
く
神
徳
を
記
し
、
天
子
公
主
略
の
祖
宗
を
叙
す
。
こ

こ
に
人
皇
第
五
孝
照
天
皇
蓋
代
の
初
め
、
聖
占
仙
人
漸
く
駒
形
の
権
扉

を
排
し
、
神
仙
宮
を
為
す
。
人
有
て
云
う
に
、
泰
山
府
君
秀
峰
を
以
っ

て
座
と
為
し
、
神
仙
世
禄
を
長
く
か
の
岳
に
蔵
し
、
因
り
て
泰
禄
山
と

名
づ
く
。
故
に
孝
安
天
皇
、
寿
を
か
の
山
に
献
ず
、
云
云
。

中
国
で
古
代
か
ら
名
山
と
し
て
知
ら
れ
る
泰
山
に
住
し
、
人
の
生
命
や
禍

福
を
つ
か
さ
ど
る
と
さ
れ
る
泰
山
府
君
に
擬
え
て
名
付
け
た
と
記
す
。
箱
根

に
お
け
る
主
峰
が
、
泰
山
に
匹
敵
す
る
秀
峰
と
し
て
説
明
し
て
い
る
。

ま
た
、
芦
ノ
湖
周
辺
に
関
し
て
も
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

熟
し
四
境
は
風
致
を
観
じ
、
地
は
伊
・
駿
・
相
三
州
を
跨
ぐ
。
因
り
て

そ
の
域
を
分
け
、
良
材
を
波
心
に
立
て
、
号
し
て
目
代
木
と
名
づ
く
。
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西
汀
は
駿
河
津
と
名
づ
く
。
南
岸
は
伊
豆
地
と
号
す
。
東
浜
は
相
模
津

と
名
づ
く
。
ま
た
云
う
、
か
の
境
を
の
ぞ
む
は
業
障
懺
悔
、
故
に
懺
悔

津
と
称
す
。

芦
ノ
湖
が
伊
豆
・
駿
河
・
相
模
の
三
国
を
跨
ぎ
、ま
た
そ
の
湖
中
に
は
「
目

代
木
」
と
呼
ば
れ
る
木
材
が
あ
る
と
す
る
。こ
れ
は
、江
戸
時
代
の
刊
本
『
相

州
箱
根
山
畧
縁
起
』
に
は
「
け
け
ら
木
」
と
読
む
と
記
さ
れ
て
お
り
、
当
神

社
の
伝（

１４
）説に
は
、
こ
の
木
が
、
古
来
、
伊
豆
・
駿
河
・
相
模
の
界
域
を
示
し

た
こ
と
か
ら
、
平
安
・
鎌
倉
時
代
、
国
守
の
代
理
と
な
っ
て
任
国
に
赴
い
た

役
人
の
名
称
「
目
代
」
に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
芦

ノ
湖
の
西
・
南
・
東
の
そ
れ
ぞ
れ
の
水
際
を
駿
河
津
・
伊
豆
地
・
相
模
津
と

名
付
け
ら
れ
、「
相
模
津
」
と
名
付
け
ら
れ
た
東
岸
が
、
箱
根
権
現
の
鎮
座

し
た
場
所
と
な
る
。
こ
こ
は
ま
た
の
名
を
「
懺
悔
津
」
と
称
さ
れ
た
。
こ
れ

は
、
山
岳
僧
た
ち
が
こ
の
岸
で
水
垢
離
を
と
り
、
業
障
懺
悔
の
修
業
を
し
た

こ
と
に
よ
る
名
称
と
考
え
ら
れ
る
。
近
世
の
史
料
に
な
る
が
、「
箱
根
山
四

十
九
院
覚（

１５
）書」
に
「
さ
ん
げ
の
津
」
と
の
記
載
が
あ
る
。

ま
た
、
駒
ヶ
岳
以
外
の
山
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
記
す
。

乾
に
焼
契
の
大
岡
有
り
。
人
穢
土
を
厭
離
し
浄
刹
に
現
出
せ
し
む
を
欲

す
る
と
こ
ろ
の
神
通
智
力
な
り
。左
顧
す
れ
ば
富
士
峰
巒
有
り
。…
（
中

略
）
…
ま
た
艮
に
峰
有
り
。
府
君
諸
宝
を
収
し
て
、
名
を
宝
蔵
岳
と
称

す
。
左
に
並
肩
巓
有
り
。
長
生
妙
術
の
霊
薬
こ
れ
に
籠
め
り
。
箱
あ
り

蓋
あ
り
。
故
に
蓋
子
塚
と
号
す
。
岸
脚
に
二
池
有
り
。
一
は
精
進
池
と

名
づ
く
。
鱗
魚
こ
れ
衆
類
な
り
。
一
は
那
都
奈
池
と
名
づ
く
。
…
（
中

略
）
…
ま
た
巽
に
山
有
り
。
悪
鬼
の
毒
風
を
降
ら
す
を
欲
す
。
因
り
て

屏
風
岳
と
号
す
。
左
に
嶠
有
り
て
室
河
津
と
名
づ
く
。
弥
勒
尊
仏
浄
刹

の
都
率
宮
院
に
擬
う
。

「
左
顧
す
れ
ば
富
士
峰
巒
有
り
」
と
の
記
載
か
ら
、
こ
れ
は
駒
ヶ
岳
か
ら

見
て
乾
（
北
西
）
に
「
焼
契
の
大
岡
」
が
あ
る
と
し
て
い
る
の
が
分
か
る
。

こ
れ
は
大
涌
谷
の
事
で
、
か
つ
て
は
地
獄
谷
・
大
地
獄
な
ど
と
も
称
し
た
。

高
温
の
温
泉
と
と
も
に
、
硫
化
水
素
を
含
む
有
毒
ガ
ス
や
水
蒸
気
も
湧
出
す

る
た
め
、
噴
気
地
帯
に
は
植
物
が
育
た
な
い
無
機
質
な
殺
伐
と
し
た
風
景
と

な
る
。
ほ
か
に
、「
宝
蔵
岳
」「
精
進
池
」「
屏
風
岳
」
な
ど
の
名
称
は
現
在

と
同
じ
で
あ
る
。「
蓋
子
塚
」
は
現
在
の
「
二
子
山
」
で
あ
る
が
、
そ
の
由

来
が
一
対
の
箱
と
蓋
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。「
那
都
奈
池
」
は
二
子
山

の
南
麓
の
池
で
あ
り
、
現
在
は
「
お
玉
が（

１６
）池」
と
称
さ
れ
る
。「
精
進
池
」

は
近
世
資
料
に
「
生
死
の（

１７
）池」、「
生
志（

１８
）池」
な
ど
と
記
さ
れ
る
。
精
進
池
湖

畔
は
国
史
跡
・
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
元
箱
根
石
仏
群
が
点
在
し
、

箱
根
山
に
お
け
る
儀
礼
空
間
の
痕
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
相
応
し

い
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

最
後
に
、
本
書
に
記
さ
れ
る
高
僧
の
来
訪
譚
に
つ
い
て
。
本
書
に
は
役
小

角
・
玄
昉
・
吉
備
真
備
・
行
基
・
空
海
・
円
仁
が
箱
根
に
来
訪
し
た
と
記
さ

れ
る
。
こ
の
記
述
は
も
ち
ろ
ん
史
実
と
し
て
受
け
止
め
る
の
で
は
な
く
、
箱

根
の
霊
験
を
高
め
る
た
め
に
語
ら
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
し
、
本

書
の
執
筆
意
図
も
、
権
現
の
来
歴
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
箱
根
の
神
々
の

霊
験
あ
ら
た
か
な
様
子
を
知
ら
し
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

役
小
角
や
玄
昉
、
吉
備
真
備
な
ど
は
奇
怪
な
伝
説
や
伝
承
が
多
い
人
物
で
あ

る
し
、
行
基
や
空
海
は
全
国
に
開
湯
伝
説
の
あ
る
僧
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
箱

根
も
歴
史
を
語
る
上
で
取
り
入
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
。
特
に
空
海
が
発
見
し

た
と
す
る
温
泉
の
伝
説
は
全
国
に
あ
る
が
、
伊
豆
山
温
水
も
そ
の
一
つ
で
あ

る
。
役
小
角
と
空
海
は
『
走
湯
山
縁
起
』
に
登
場
し
て
い
る
。
箱
根
山
と
伊

豆
山
の
縁
起
の
構
造
は
、
先
に
述
べ
た
と
お
り
共
通
し
て
い
る
。
伊
豆
と
箱
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根
は
二
所
権
現
と
し
て
一
つ
の
信
仰
空
間
と
し
て
発
展
し
、
鎌
倉
幕
府
の

「
二
所
詣
」
で
あ
り
、『
神
道
集
』
を
は
じ
め
と
す
る
「
二
所
権
現
」
説
話

が
「
そ
も
そ
も
箱
根
と
伊
豆
は
姉
妹
関
係
に
あ
る
」
と
す
る
根
源
と
も
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
本
書
と
『
走
湯
山
縁
起
』
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
両
山

が
同
様
の
起
源
譚
を
持
つ
こ
と
、
そ
し
て
高
僧
の
来
訪
譚
に
よ
っ
て
そ
の
神

威
を
高
め
て
い
る
と
い
う
点
が
共
通
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
書
に
記
載
さ
れ
た
内
容
を
確
認
す
る
と
、
箱
根
山
の

開
祖
聖
占
上
人
か
ら
十
九
世
行
実
ま
で
を
年
代
順
に
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時

代
に
箱
根
権
現
の
信
仰
空
間
が
い
か
に
し
て
発
展
し
た
か
と
い
う
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
仙
人
た
ち
か
ら
万
巻
上
人
ま
で
の
時
代
に
、
神
々

の
箱
根
へ
の
来
臨
と
垂
迹
の
経
緯
を
語
り
、
そ
れ
以
降
霊
験
あ
る
霊
山
の
姿

を
様
々
な
高
僧
た
ち
の
来
訪
譚
に
よ
っ
て
示
す
。
し
か
も
こ
の
縁
起
語
り
の

問
題
は
箱
根
山
の
み
な
ら
ず
、
必
ず
伊
豆
山
の
信
仰
体
系
と
連
動
し
て
い
る

と
い
う
点
も
重
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
箱
根
と
伊
豆
の
二
所
の
霊
山
が
、
源
頼

朝
に
よ
る
鎌
倉
幕
府
の
信
仰
を
受
け
る
権
現
で
あ
る
と
我
々
読
者
に
示
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

四
、「
筥
根
山
神
道
口
訣
」
の
存
在

「
筥
根
山
神
道
口
訣
」
は
、
箱
根
神
社
に
所
蔵
さ
れ
る
『
筥
根
山
縁
起
并

序
』
の
ａ
本
（
白
文
）
の
末
尾
、終
わ
り
の
二
紙
に
渡
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
内
容
は
、『
筥
根
山
縁
起
并
序
』
と
、
全
く
別
個
の
「
箱
根
権
現
縁
起
」

を
語
る
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
「
口
訣
」
と
は
、
秘
伝
の
内
容
を
文
書
に
記
さ
ず
に
、
口
承
で

直
接
言
い
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
書
は
冒
頭
で
示
さ
れ
た
と
お

り
、
箱
根
の
地
に
神
が
降
臨
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
箱
根
権
現
の
由
来
を
、

「
口
伝
の
書
」
と
し
て
編
纂
し
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
口

訣
」
と
し
て
の
性
格
が
、
神
社
所
蔵
の
『
筥
根
山
縁
起
并
序
』
の
み
に
付
さ

れ
て
い
て
、
他
の
写
本
に
残
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
へ
の
理
由
に
な
る
。
口
伝

で
伝
え
ら
れ
て
い
た
「
口
訣
」
は
当
社
で
の
み
受
け
継
が
れ
、
門
外
不
出
と

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
内
容
に
関
し
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
に
挙
げ
る
の
が
「
筥

根
山
神
道
口
訣
」
の
全
文
で
あ
る
。（
私
意
で
書
き
下
し
、
句
読
点
を
付
し

た
。）

伊
弉
諾
、
伊
弉
冉
尊
、
下
界
を
管
さ
ど
ら
ん
こ
と
を
欲
し
、
先
ず
当

神
名
を
白
和
龍
王
と
号
す
。
筐
、
盖
し
か
の
み
な
ら
ず
。
一
滴
水
。
左

鵲
王
、
右
鵲
王
、
両
翼
を
挾
み
、
当
境
に
降
る
。
同
じ
く
二
十
九
石
を

抛
げ
、
左
右
の
亭
路
に
配
し
、
二
十
八
里
と
為
す
。
而
し
て
妙
法
二
十

八
品
に
擬
す
。
ま
た
一
石
有
り
。
額
に
号
し
て
護
獄
王
門
の
四
字
有
り
。

故
に
四
の
鳥
居
有
り
。
東
西
南
北
の
四
門
に
準
ず
る
の
み
。

一
番
、
馬
降
石
、
発
心
門
と
号
す
。

二
番
、
馬
乗
石
な
り
。
或
い
は
問
い
て
曰
は
く
、「
洪
流
を
渡
ら
ず

し
て
長
橋
有
り
如
何
」。
答
へ
て
云
ふ
に
、「
有
為
の
域
を
越
へ
、
無
為

の
宝
処
に
届
く
。
生
死
愛
河
に
絶
し
、
即
ち
涅
槃
の
岸
に
至
る
。
故
に

五
十
二
位
を
表
し
、
五
十
二
間
の
板
橋
有
り
」。

三
番
、
大
堂
の
前
に
、
釈
氏
説
法
の
会
処
有
り
。
鹿
野
苑
と
号
す
。

故
に
�
鹿
常
に
群
集
す
。

ま
た
周
穆
王
、
八
疋
の
駒
に
乗
り
、
霊
山
会
上
に
詣
づ
。
そ
れ
よ
り

以
来
、
八
駿
駒
そ
の
形
を
分
け
、
当
社
駒
形
と
号
す
。
ま
た
真
龍
の
種
、

今
に
四
山
に
遺
す
の
み
。
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四
番
、新
宮
よ
り
本
宮
に
至
り
、迹
門
よ
り
本
門
へ
至
る
。権
を
以
っ

て
実
と
為
す
。
古
釈
有
り
。
地
位
漸
階
を
削
り
、
等
妙
頓
至
を
開
く
。

故
に
当
山
に
詣
づ
る
輩
、
未
だ
惑
い
を
断
た
ざ
る
凡
夫
、
直
ち
に
あ
に

仏
果
に
至
ら
ざ
ら
ん
や
。

ま
ず
本
書
は
、
伊
弉
諾
・
伊
弉
冉
尊
が
「
白
和
龍
王
・
左
鵲
王
・
右
鵲（

１９
）王」

と
共
に
箱
根
に
降
臨
す
る
と
い
う
書
き
出
し
か
ら
始
ま
り
、
箱
根
の
霊
地
を

一
番
か
ら
四
番
ま
で
の
四
門
に
準
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
由
来
を
説
明
す
る
と
い

う
形
を
と
る
。

一
番
、
二
番
と
さ
れ
る
「
馬
降
石
」「
馬
乗
石
」
は
、
駒
ヶ
岳
山
頂
に
あ

る
箱
根
神
社
元
宮
に
あ
る
神
岩
で
あ
る
。
神
々
が
箱
根
に
降
臨
す
る
際
、
白

馬
に
乗
っ
て
「
馬
降
石
」「
馬
乗
石
」
に
降
り
立
っ
た
と
い
う
伝（

２０
）承が
残
さ

れ
て
お
り
、
箱
根
を
語
る
物
語
の
冒
頭
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
存
在
で
あ
る
。

ま
た
、「
一
番
、
馬
降
石
」
は
「
発
心
門
」
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
山

岳
信
仰
に
お
け
る
四
門
修
行
に
由
来
し
て
い
る
。
山
上
の
聖
地
に
至
る
間
に

発
心
・
修
行
・
等
覚
・
妙
覚
の
四
つ
の
門
を
設
け
、
そ
れ
ら
を
通
り
抜
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
悟
り
が
開
か
れ
る
と
い
う
考
え
で
あ
り
、い
わ
ば
「
発
心
門
」

は
聖
域
へ
の
入
り
口
を
示
し
て
い
る
。
熊
野
に
は
九
十
九
王
子
の
は
じ
め
と

し
て
「
発
心
門
王
子
」
が
あ
り
、
箱
根
の
霊
地
形
成
に
、
熊
野
権
現
の
信
仰

形
態
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
次
の
「
三
番
大
堂
」、
つ
ま
り
権

現
の
境
内
は
、
釈
迦
が
成
道
の
の
ち
初
め
て
説
法
し
た
鹿
野
苑
に
擬
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
穆
王
が
霊
鷲
山
に
至
り
、
釈
迦
の
説
法
を
聴
聞
し
た
と
い
う

故（
２１
）事に
擬
え
て
、
当
社
を
駒
形
と
号
し
た
由
来
と
説
明
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
筥
根
山
神
道
口
訣
」
は
箱
根
権
現
に
つ
い
て
の
由
来
を

説
明
す
る
と
い
う
性
格
を
持
つ
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
箱
根
と

い
う
霊
地
は
、『
筥
根
山
縁
起
并
序
』
に
お
い
て
神
仙
の
降
臨
に
よ
っ
て
開

か
れ
た
場
所
と
説
明
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
本
話
は
伊
弉
諾
・
伊
弉
冉
尊

の
降
臨
譚
か
ら
開
始
し
て
お
り
、
他
の
〈
Ａ
系
統
〉
に
属
す
る
縁
起
・
略
縁

起
の
み
な
ら
ず
、〈
Ｂ
系
統
〉
に
も
含
ま
れ
な
い
、
全
く
独
自
の
言
説
を
有

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
書
が
「
口
訣
」、
つ
ま
り
口
頭
で
の
み
伝

承
さ
れ
る
箱
根
権
現
の
秘
儀
で
あ
っ
た
と
い
う
性
格
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

『
筥
根
山
縁
起
并
序
』
は
、
歴
代
別
当
や
天
皇
の
時
代
ご
と
に
歴
史
を
叙
述

す
る
こ
と
で
、
権
現
の
由
来
や
霊
験
を
示
し
て
き
た
が
、
こ
れ
と
は
全
く
別

の
箱
根
権
現
の
縁
起
が
秘
儀
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
本
来
で

あ
れ
ば
文
章
に
さ
れ
る
べ
き
で
は
無
い
の
だ
が
、
師
か
ら
弟
子
へ
伝
授
さ
れ

る
過
程
で
記
録
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
代
り
、
神
社
蔵
本
以
外
の
諸
本

に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
内
容
が
箱
根
権
現
の
外
部
に
は
秘

匿
さ
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
二
種
の
縁
起
を
、
単
純
に
別
個
の
縁
起
と
し
て
考
え
る
の

で
は
な
く
相
補
す
る
形
で
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

『
筥
根
山
縁
起
并
序
』
が
示
し
た
か
っ
た
こ
と
は
、
箱
根
開
山
の
祖
や
そ

こ
に
巡
礼
し
た
高
僧
の
事
跡
、
鎌
倉
幕
府
を
開
い
た
源
頼
朝
の
事
跡
な
ど
を

通
じ
て
繰
り
返
し
訴
え
ら
れ
て
き
た
、
霊
験
あ
る
箱
根
権
現
の
姿
で
あ
る
。

神
功
皇
后
と
武
内
大
臣
に
よ
る
権
現
創
設
や
、
役
小
角
・
吉
備
大
臣
・
玄
昉
・

空
海
・
円
仁
な
ど
著
名
人
の
巡
礼
を
列
挙
す
る
点
に
、
そ
の
姿
勢
が
窺
え
る
。

「
筥
根
山
神
道
口
訣
」
の
内
容
は
、
ま
ず
箱
根
と
い
う
霊
地
の
様
子
を
詳

細
に
描
き
出
そ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
出
せ
る
。
そ
し
て
権
現
の
地
理
が
示
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
参
詣
者
が
巡
礼
す
る
際
に
必
要
な
権
現
に
関
す
る
知

識
や
、
巡
礼
経
路
が
説
明
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
現

在
に
残
る
箱
根
修
験
の
順
路
は
、
万
巻
上
人
廟
参
拝
―
精
進
池
―
死
出
山
―

提
灯
山
―
本
宮
山
―
駒
ヶ
岳
、
と
い
う
も
の
が
通
例
と
さ
れ
て
い（

２２
）る。
こ
の
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順
路
は
本
書
の
示
す
巡
礼
経
路
に
当
て
は
ま
ら
な
い
た
め
、
時
代
と
共
に
変

遷
し
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
管
見
の
限
り
詳
細
は
未
詳
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
修
験
者
の
山
入
り
ル
ー
ト
が
設
定
さ
れ
、
整
備
さ

れ
て
い
る
と
い
う
点
は
や
は
り
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
本
書
に

は
、
正
し
く
箱
根
権
現
を
巡
礼
さ
せ
る
た
め
の
指
南
書
の
よ
う
な
性
格
が
備

わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
本
文
中
に
は
「
問
い
て
曰
は
く
」「
答
へ
て

云
ふ
に
」
の
よ
う
な
問
答
形
式
に
な
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、
師
が
弟
子
へ

秘
儀
を
伝
授
す
る
姿
を
想
起
さ
せ
る
。権
現
は
妙
法
二
十
八
品
（『
法
華
経
』）

に
擬
え
ら
れ
て
、「
四
番
、
新
宮
よ
り
本
宮
に
至
り
、
迹
門
よ
り
本
門
へ
至

る
」
と
い
う
文
言
も
、『
法
華
経
』
の
前
半
四
巻
を
迹
門
、
後
半
四
巻
を
本

門
と
す
る
考
え
に
基
づ
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
箱
根
権
現
境
内
の
新
宮
か
ら

本
宮
に
至
る
ま
で
の
道
の
り
を
、
迹
門
か
ら
本
門
と
い
う
成
道
に
近
づ
く
過

程
と
し
て
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
「
発
心
門
」
と
あ
る
よ
う
に
、
箱
根
も
熊
野
と
同
様
の
四
門
修
行
の

場
で
も
あ
る
。
凡
夫
は
当
山
を
巡
礼
す
る
こ
と
に
よ
り
、
や
が
て
悟
り
の
境

地
に
導
か
れ
る
こ
と
を
約
束
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
二
所
権
現
の
一
方
で
あ

る
走
湯
山
に
も
、
同
様
な
形
態
を
持
つ
『
走
湯
山
秘（

２３
）決』
が
存
在
す
る
。
内

容
は
や
は
り
『
走
湯
山
縁
起
』
と
は
別
系
統
の
、
走
湯
権
現
の
由
来
を
示
す

「
口
伝
の
書
」
で
あ（

２４
）る。

こ
の
『
走
湯
山
秘
決
』
に
は
走
湯
権
現
の
境
内
図
が
付
さ
れ
て
い
て
、
霊

地
め
ぐ
り
の
作
法
を
教
授
す
る
意
図
が
よ
り
一
層
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
考
え
る
と
「
筥
根
山
神
道
口
訣
」
に
も
同
様
の
境
内
図
が
付
さ
れ

て
い
た
が
、
現
在
は
欠
脱
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
文
に
関

し
て
も
内
容
の
理
解
に
困
難
な
箇
所
が
あ
る
。
例
え
ば
「
筐
、
盖
し
か
の
み

な
ら
ず
。
一
滴
水
」
と
あ
る
部
分
は
、
明
ら
か
に
意
味
が
通
じ
な
い
た
め
、

口
伝
を
省
略
し
た
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
残
念
な
が
ら
、
現

在
の
と
こ
ろ
『
筥
根
山
縁
起
并
序
』
の
神
社
蔵
本
ａ
の
み
に
記
さ
れ
る
内
容

で
あ
る
た
め
、
確
認
す
る
手
立
て
が
な
い
状
態
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、『
筥
根
山
縁
起
并
序
』
と
「
筥
根
山
神
道
口
訣
」
は
一

見
す
る
と
別
個
の
縁
起
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、『
筥
根
山
縁
起

并
序
』
に
よ
っ
て
権
現
の
霊
験
を
知
っ
た
参
詣
者
が
、
実
際
に
巡
礼
す
る
際

に
は
「
筥
根
山
神
道
口
訣
」
を
先
達
か
ら
伝
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
よ
う
な
形
式
で
、
お
互
い
が
補
い
合
う
形
を
と
っ
て
、
実
は
密
接
な
関

係
を
有
し
、
一
組
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。五

、
お
わ
り
に

以
上
、「
箱
根
権
現
縁
起
」
を
研
究
す
る
一
環
と
し
て
、『
筥
根
山
縁
起
并

序
』
に
焦
点
を
当
て
て
論
じ
た
。
箱
根
権
現
に
関
す
る
研
究
は
主
に
〈
Ｂ
系

統
〉
で
進
ん
で
お
り
、
本
書
は
箱
根
権
現
の
根
本
縁
起
と
し
て
の
性
格
を
有

し
な
が
ら
も
、
そ
の
内
容
が
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

箱
根
の
信
仰
形
態
、
歴
史
的
背
景
を
理
解
す
る
為
に
重
要
な
存
在
で
あ
り
、

多
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
べ
き
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

「
筥
根
山
神
道
口
訣
」
は
『
筥
根
山
縁
起
并
序
』
や
〈
Ｂ
系
統
〉
の
諸
本

と
も
全
く
異
な
る
言
説
を
有
し
、
重
要
な
存
在
で
あ
る
。
今
回
は
簡
捷
な
検

討
の
み
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
今
後
は
よ
り
深
い
考
察
が
必
要
で
あ
る
。

例
え
ば
修
験
道
の
観
点
か
ら
考
え
る
と
、
箱
根
と
熊
野
修
験
の
関
連
性
が
指

摘
で
き
る
。
巡
礼
の
ル
ー
ト
や
箱
根
に
お
け
る
講
の
存
在
な
ど
、
中
央
（
熊

野
）
と
地
方
（
箱
根
）
と
い
う
比
較
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
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ま
た
、
走
湯
山
縁
起
と
の
関
連
も
無
視
で
き
な
い
。
伊
豆
と
箱
根
は
二
所

詣
の
地
と
し
て
一
対
で
あ
り
、
神
仙
に
よ
る
開
山
、
温
泉
を
湧
出
す
る
霊
地

な
ど
の
共
通
点
が
あ
る
。
そ
し
て
〈
Ｂ
系
統
〉
で
は
、
二
つ
の
聖
地
が
一
つ

の
物
語
の
中
に
組
み
込
ま
れ
、
発
展
を
遂
げ
る
。
箱
根
権
現
、
伊
豆
権
現
と

を
、
よ
り
重
ね
て
読
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

【
使
用
テ
キ
ス
ト
・
図
録
】

■
テ
キ
ス
ト

箱
根
神
社
社
務
所
編
『
箱
根
神
社
大
系

上
（
下
）（
復
刻
版
）』（
名
著
出

版
、
一
九
八
〇
年
、
＊
一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
）
に
刊
行
さ
れ
た
も
の

の
復
刻
版
）

岡
見
正
雄
・
高
橋
喜
一
校
注
『
神
道
集
』（『
神
道
大
系
』
文
学
編
一
、
神
道

大
系
編
纂
会
、
一
九
八
八
年
）

■
図
録

児
玉
幸
多
監
修
『
東
海
道
分
間
延
絵
図
』
第
四
巻
「
箱
根

箱
根
権
現
」

（
東
京
美
術
、
一
九
七
九
年
）

箱
根
神
社
『
箱
根
神
社
―
信
仰
の
歴
史
と
文
化
―
』（
箱
根
神
社
、
一
九
八

九
年
）

小
松
茂
美
・
松
原
茂
・
島
谷
弘
幸
『
箱
根
権
現
縁
起
誉
田
宗
廟
縁
起
』（『
続
々

日
本
絵
巻
大
成

伝
記
・
縁
起
編
七
』
中
央
公
論
社
、
一
九
九
五
年
）

箱
根
神
社
『
箱
根
の
宝
物
』（
二
〇
〇
六
年
）

箱
根
神
社
『
特
別
展

二
所
詣
―
伊
豆
箱
根
二
所
権
現
の
世
界
』（
二
〇
〇

七
年
）

注

（
１
）
西
田
長
男
「
筥
根
山
縁
起
并
序
」（『
群
書
解
題

第
六
巻

神
祇

部
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
二
年
）、
同
「
僧
満
願
の
神
宮
寺

創
立
」（『
神
道
宗
教
』
二
七
、
一
九
六
二
年
）
が
あ
る
。
特
に
、『
群

書
解
題
』
に
お
い
て
、
⑴
箱
根
権
現
の
縁
起
を
記
し
た
内
容
で
あ
る
こ

と
、
⑵
成
立
年
代
は
鎌
倉
時
代
初
期
ま
で
遡
り
得
る
こ
と
、
⑶
奥
書
の

内
容
か
ら
別
当
行
実
の
請
に
よ
っ
て
信
救
（
大
夫
房
覚
明
）
が
著
し

た
、
な
ど
の
基
本
的
情
報
が
初
め
て
整
理
さ
れ
た
。

（
２
）
五
来
重
「
箱
根
山
修
験
の
二
種
の
縁
起
に
つ
い
て
―
『
筥
根
山
縁
起

并
序
』
と
『
筥
根
権
現
縁
起
絵
巻
』」（『
山
岳
宗
教
史
研
究
叢
書
』
一

四
、
一
九
八
〇
年
）

（
３
）
執
筆
者
・
大
夫
房
覚
明
に
関
し
て
は
、根
井
浄
「
大
夫
坊
覚
明
と
「
平

家
物
語
」」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
三
一
、
一
九
八
三
年
）、
佐
々
木

紀
一
「
矢
田
判
官
代
在
名
・
大
夫
房
覚
明
前
歴
」（『
米
沢
史
学
』
一
七

二
〇
〇
一
年
）
に
詳
し
い
。
現
在
は
、
こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
り
『
筥
根

山
縁
起
并
序
』
の
執
筆
者
と
し
て
覚
明
を
仮
託
し
て
い
る
と
結
論
付
け

て
い
る
。

（
４
）
箱
根
神
社
社
務
所
編
『
箱
根
神
社
大
系

上
（
下
）（
復
刻
版
）』

（
名
著
出
版
、
一
九
八
〇
年
）
の
書
誌
に
よ
る
。

（
５
）
澤
井
英
樹
「
異
域
の
神
人
―
走
湯
権
現
の
造
形
を
め
ぐ
っ
て
」（『
春

秋
』
三
〇
八
、
一
九
八
九
年
）、
同
「
異
域
の
神
人
と
龍
神
―
走
湯
山

縁
起
の
世
界
（
１
）」（『
神
語
り
研
究
』
三
、
一
九
八
九
年
）、
同
「
行

者
・
巫
女
・
氏
人
―
走
湯
山
縁
起
の
世
界
（
２
）」（『
神
語
り
研
究
』

四
、
一
九
九
四
年
）、
鴨
志
田
（
阿
部
）
美
香
「
走
湯
山
の
縁
起
「
異

域
の
神
人
」
走
湯
権
現
と
「
根
本
地
主
」
白
道
明
神
・
早
追
権
現
を
め
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ぐ
っ
て
」（『
解
釈
と
鑑
賞
』
六
三
―
一
二
、
一
九
九
八
年
）、
同
「『
走

湯
山
縁
起
』
に
つ
い
て

そ
の
価
値
の
再
検
討
」（『
昭
和
女
子
大
学
大

学
院
生
活
機
構
研
究
科
紀
要
』
七
、
一
九
九
八
年
）、
同
「
走
湯
山
縁

起
の
表
現
と
世
界
像
―
『
走
湯
山
縁
起
』『
走
湯
山
秘
決
』
を
中
心
に
」

（『
説
話
文
学
研
究
』
三
四
、
一
九
九
九
年
）、
菊
地
晋
介
「『
走
湯
山

縁
起
』
諸
本
の
研
究
（
神
道
宗
教
学
会

第
五
七
回
学
術
大
会
紀
要
号

―
研
究
発
表
第
一
部
会
」（『
神
道
宗
教
』
一
九
四
、
二
〇
〇
四
年
）
な

ど
。

（
６
）
『
走
湯
山
縁
起
』
巻
一
に
よ
る
。
応
神
天
皇
二
年
、
神
奈
川
県
大
磯

に
光
明
・
音
曲
を
放
つ
円
鏡
（
湯
神
）
が
出
現
し
た
こ
と
、そ
れ
を
祀
っ

た
人
物
が
、
開
山
祖
師
、
勧
請
上
人
と
言
わ
れ
る
松
葉
上
人
で
あ
る
、

と
い
う
内
容
で
あ
る
。

（
７
）
西
田
長
男
「
僧
満
願
の
神
宮
寺
創
立
」（『
神
道
宗
教
』
二
七
、
一
九

六
二
年
）
の
研
究
に
よ
る
。

（
８
）
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
成
立
、
全
一
二
六
巻
。『
大
日
本
地
誌

大
系
』
収
録
。

（
９
）
大
磯
町
高
麗
山
に
南
麓
に
鎮
座
。『
筥
根
山
縁
起
�
序
』
に
は
、
神

功
皇
后
の
時
代
に
「
高
麗
大
神
和
光
」
が
大
磯
の
峰
に
渡
来
し
た
と
の

記
載
が
あ
る
。

（
１０
）
『
神
道
集
』
巻
二
―
七
「
二
所
権
現
事
」
の
記
載
に
「
能
善
権
現
、

守
護
の
山
神
、
…
吉
祥
駒
形
は
、
太
郎
の
王
子
の
兵
士
な
り
。」
と
あ

る
。

（
１１
）
注
（
２
）
参
照
。

（
１２
）
注
（
４
）
所
収
。

（
１３
）
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
八
月
二
十
四
日
条
。

（
１４
）
注
（
４
）
所
収
。

（
１５
）
『
片
玉
集
』
巻
之
九
七
所
収
。

（
１６
）
元
禄
年
中
に
、
関
所
破
り
に
失
敗
し
処
刑
さ
れ
た
「
お
玉
」
の
伝
説

が
由
来
と
さ
れ
る
。『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』（
天
保
十
二
年
〈
一
八

四
一
〉）
に
「
那
津
那
池
」、『
箱
根
神
社
大
系
（
下
巻
）』
所
収
の
地
図

に
は
「
薺
池
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
ど
の
時
期
か
ら
「
お
玉
が
池
」

と
い
う
名
称
が
通
例
と
な
っ
た
か
は
未
詳
。

（
１７
）
児
玉
幸
多
監
修
『
東
海
道
分
間
延
絵
図
』
第
四
巻
「
箱
根

箱
根
権

現
」（
東
京
美
術
、
一
九
七
九
年
）

（
１８
）
『
箱
根
湯
治
場
道
見
取
絵
図
控
』（
遁
信
総
合
博
物
館
所
蔵
）
に
よ

る
。
柘
植
信
行
「
箱
根
七
湯
の
道
―
遁
信
総
合
博
物
館
所
蔵
『
箱
根
湯

治
場
道
見
取
絵
図
控
』
を
中
心
に
―
」（
日
本
温
泉
文
化
研
究
会
『
温

泉
の
原
風
景
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
一
三
年
）
に
詳
し
い
。

（
１９
）
現
在
「
白
龍
神
社
」
と
し
て
九
頭
龍
神
社
本
宮
近
く
の
湖
岸
の
森
に

鎮
座
す
る
。『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』
に
は
箱
根
権
現
の
末
社
に
「
白

鳥
」、「
左
鵲
王
」、「
右
鵲
王
」
が
列
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
２０
）
注
（
４
）
所
収
。

（
２１
）
『
太
平
記
』
巻
一
三
「
龍
馬
進
奏
の
事
」
な
ど
。

（
２２
）
箱
根
神
社
『
箱
根
神
社
―
信
仰
の
歴
史
と
文
化
―
』（
箱
根
神
社
、

一
九
八
九
年
）
に
よ
る
。

（
２３
）
『
走
湯
山
秘
訣
』
に
関
し
て
は
、
阿
部
美
香
「
走
湯
山
縁
起
の
表
現

と
世
界
像
―
『
走
湯
山
縁
起
』『
走
湯
山
秘
決
』
を
中
心
に
」（『
説
話

文
学
研
究
』
三
四
、
一
九
九
九
年
）、
同
「
翻
刻
紹
介
『
走
湯
山
秘
訣
』

前
田
育
徳
会
尊
経
文
庫
蔵
本
」（『
昭
和
女
子
大
学
女
性
文
化
研
究
所
紀

要
』
三
六
、
二
〇
〇
九
年
）
に
よ
る
。
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（
２４
）
巫
女
・
初
木
が
月
光
童
子
に
出
会
い
問
答
を
交
わ
し
て
、
走
湯
権
現

の
謂
れ
を
知
り
、
や
が
て
月
光
童
子
に
導
か
れ
、
日
精
・
月
精
と
と
も

に
走
湯
山
の
地
下
に
あ
る
浄
土
に
入
り
、
俗
体
・
女
体
神
で
あ
り
赤
白

二
龍
で
も
あ
る
、
本
地
を
千
手
観
音
と
す
る
僧
と
権
現
の
姿
を
見
る
、

と
い
う
浄
土
め
ぐ
り
の
物
語
。（

お
お
く
ぼ
あ
づ
み

本
学
前
期
過
程
修
了
生
）
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